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臓器置換

週去、現在、未釆
佐藤 敏 子 だ 魏化メデイカ肘 仙ンス醐

次々と心移植が試みられるようになった。 わが

匿の歴更 露でも、 札幌医大の和田教授が第王号の心移植

疾癩に侵され、 機能の低下した人 体の 臓器な を行ったが、 種々の疑惑により告発を受けた。

どを取り替えて、 再び生体の活力を取り 戻す方 こ 祝は、 繕筒証鈍不十分で不起訴に終わったが、

法は、 酋くから多くの医畠頑や科学者らによっ て 一般に も医への不信を抱かせるもととなり丸 そ

研究されて慈た。 扱 以来㍉ わが 團で脳 苑 者か らの臓 器移 植は 夕

螂２隼、 ハ ン
ガリーの外科医ウルマンが腎移 ブー とな って しま い、 今鷹 （王９跳 律末） に い

植を 試み他の研 究所 らもこれに続 いたが、 陥
たって いる （ただ し、 後述のように現在 ｒ脳死

絶反応」 によってその成功は阻まれた。 しかし 臨調」 の審議が進行中である）。

王９６０年代にはいって、 免疫抑制剤の闘発
などの ここ１において ｒ脳琵は果た してヒ トの苑か」

おか げで、 腎移櫨の成功率は高く
なり、 わが鰻

と いう 重大問騒が人類に課せ られた。 主要な世

で も至鰍 隼に長期生着 副 穫羅蕎鰯の麟鈍蓼認拡混をそ⑳縫移

を目標と した腎移植が

始め られ、 着々と成果

を上 げ る よ う に な っ

た。 一 方、 琵 者 か ら の

角膜移植が、 喜鷺の恵

者に光蠣を与え、 醐２

年に 一角縢及 び腎臓移

櫨に関す る法律」 が制

定 さ れ た。

さらに、 欄 咋王明

３ 臼、 寓 ア フ リ カ 共 秘

園 で バ ー ナ ー ド博 士

が、 脳苑 者からの 心臓

移植を試み、 一忠 の成

功 を お さ め た。 こ れ

は、 世界を揺るが す衝

撃的な事件であり、 そ

の 後、 他 の 国 冷 で も、
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界各国で は、 それぞれ国をあげてこの閤題に取

り組み、 活発なかっ深刻な論争が展闘さ れた が、

王９９工年 に は、 表 ｉ の よ う に、 ほ と ん ど の 先 進 園

に お い て、 脳 苑 は ヒ ト の 死 で あ る と、 医 学 的 に㌔

あるいはそれに加えて法律的にも容認さ れる に

至っており、 脳死者からの織器移植も盛ん に実

施されていて、 わが團
とイ スラ ヱルが未 容認 に

と ど ま っ て い る の み で あ る。

しか し移植を待っ患者は多く、 提供臓 器の数

を蓬かに上回っており、
その適正配分を 図るの

は困難が伴うが、 通例、 その優売頗位１ま、 組織

適合性がよく サイ ズが合い、 かっ待 機期 問の 長

い者から獺に、 あるいは、 提供臓器の発
生地 に

近い地域の者からなどの選択基準が ある。 臓 器

移 植 ネ ッ ト ワ ー ク は、 各 團 内 あ る い は、 国 際 的

に組織され、 その組織内で適合 者が い
な い場合

などには、 他の組織に臓器が送 られ、 役立て ら

れ る こ と も あ る。

またわが国では、 窮余の 一策として、 肝移植

の必要な患者の肉親からの部分 肝移植が行われ

ているが、 提供者の健康体を傷っ けて粁の一部

を切除するということや、 患者 の肉親が もし提

供しなければ、 即ち愛情の問題 であ ると いった、

周鰯からの精神的圧迫など切実 な闘題が 生じて

おり、 織器移植の現状 は、 その 他に も閤騒が 山

積 し て い る。

さて織器移植の未来 を展望す ると、 上記のよ

うな他の生体あるいは脳死 体からの臓器提供に

限界があると同時に、 移植患者 は一 生、 免疫ま邸

制剤を飲み続けなけれぱならな いと いった生理

上の制約もあり、 未来がよ り発 展的 であると は

書い切れないであろう。

そこ１で、 人類の期待は、 人工鱗器の開発と実

馬化へとっながるのである。 当、 東京女子医大

医工研を始め、 わが国はもとより、 世界 各題で、

もっとも塗体適合性がよく、 かっ必要とする機

能を十分に発揮できて 生体 になん らの害 も与え

ないような人工の各臓 器の 競発 が現在着々と進

め ら れ て い る の で あ る・ だ が㌔ こ の よ う な 人 工

臓器を装着 して、 飛んだり跳ねたりと生命を護

歌できる臼がくるまでには、 まだなお、 今少し

（！１） 祷ち時闘が必要なようである。 もっ とも

人工臓器だからといって、 置換する臓器と扇様

な彩とサイズであることは必ずしも要せず、 そ

の機能を確実に代行してく れればよいので ある

が
。

鰯
器置換ないし人工臓器に関する
法律について（脳死法をも含め）

今ヨのように科学技術が驚異的な進 歩を 遂げ

ているとき、 法律は決してそれに先行する もの

で は な く、 着 実 に こ れ を フ ォ ロ ー し、 こ れ に 携

わる人々とこれにより直接間接の 影響を受 ける

人々の権利と安全を保障するもの でなければな

ら な い と 思 うＯ

わ が国 で㌔ 一角 膜 及 び腎 鱗 移 植 に関 す る法

律」 が諸淀 されたのも、 前述のよ うにこれらの

移植が医学的に成果を上げ、 確実な評価を 得て

か ら で あ る。 し か し、 技 術 の 進 歩 と と も に 法 ・

制度もまた、 遅滞なく前進を続けていかね ばな

らない。 そ して広い意味での技術の世界の人々

と、 法の挫界の人々 ば、 常に櫓互の知 識の交流

を図らなければならない。

慶 とがき

ところで、 視点を変えて見よう。 環在のよう

な勢いで医療技術が発展し、 人工臓器が誰の手

にも属くようになったら、 人類は誰も死
ななく

なり、 地球に溢れて、 遂には宇宙 空間をも侵略

してしまうのではないかというＳダ的発想 にも

至って しまうが、
しかし人類が全く苑 ななくな

るということはあり得ないだろう。 単 に死 に難

くなるだけではなかろうか。

現在の雲仙普賢岳の活動のよう に、 自然のカ

は人知㍉ 人力を蓬かに超えたもの であり、 たと

えば、 溶岩涜に巻き込ま れた 人聞を救うこと は、

恐 らく不可能であろうから。
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海 外 譲 国 の 国 内 釣 お よ び魯 嬢 的 ト今 ンス プう ン ト・ ネ ッ トワ ー ク

隷滋 鰯 一繁鑑 簸 鰺 鑓簸 講灘 縫織・ 鰯 綴 機縫滋濠 鱗霧灘綴滋鰹

ＵＮ Ｏ Ｓ 全 米 バージニア州 非 営和 ・ 免 税 ・ 私 営 次 の 頗序 で

全 米 臓 鶏 配 分 （カ ナ ダと リッチそ ン ド 政 府 と の 契 約 で 業 務 ① 提 鋲 織 器 が で た 地 医 で

財 団 国 際協 力） 全 米 の 移 植 希 望 者 惰 報 コ の 待 機慈、者 と の マ ッ チ ン

ン ピ ュ ー タ 入 力 グ

痂 液 璽、 組 織 適 合 性 ② Ｕ ＮＯ Ｓ に照 含

体 璽 な ど ③ 他 の トラ ンス ブラ ン ト

・ネ ッ ト ワ ー ク ヘ の 照 会

Ｕ Ｋ ・ ト ラ ン ス 英 国 ブリ ス トル 移 植 痛 院 は 法 律 上需 蝦 さ レ シ ピエ ン トの 選 択 ほ、
プ ラ ン ト れ ず。 た だ し心 移 植 で は ① 臓 器 の 適 台 性 優 先

４ 施 設、 貯 移 植 で ぱ ３ 旛 園 内 で 不 適 合 な ら

設 に 繰 健 社 会 保 障 省 Ｄ Ｒ ② 飽 の ヨ ー ロ ッ パ 諸 国

Ｓ Ｓ か ら財 政 援 鋤

フ ラ ンス ・ トラ ン フ ラ ン ス パ リ 国 内 の 病 院 で 移 植 待 機 患 外 園 人、 フ ラ ン ス 人 の 医

ス プ ラ ン ト 者 の 医 学的 惰 報 を コ ン 眉 肱 く、 重 症 者 優 売 （も

ピュ ー タ 入 力 ち ろ ん 臓 器 適 合 性 は 優 売

血 液 型、 リ ン
パ
、 フ ァ ク タ ー）

組織遼合性など

ユ ー 口 ・ トラ ンス オ ラ ノ タ → ライ デ ノ ５カ 国 共濁 の 国際 施 設 次 の 噸 序 で 縄 織 遼 台 患 者

プラ ン ト ル ク セ ンブ ル ク ①移 植 可能 臓 器が 広 く 利 に

ベ ル ギ ー 用 さ れ るよ う調 整 す る ① 提 供 臓 器 の で た 地 域 内

オ ー ス トラ リ ア ② 臓 器 適 合 注 の調 査 で

西 ドイ ツ ③移 櫨 手術 後 の 追 跡 調査 ② よ り 広 域 で

を し て 技 衡 筒 上 を は か る ③ 国 内全 域 で

④カヨ盟諸 国 内 で

⑤ 飽 の トラ ンス プラ ン ト

へ

ス カ ン ジ ナ ビァ ・ ス ウ ェ ー デ ノ → コ ヘ ノ ハ ー 同 上 同 上

トラ ン ス プ ラ ン ト ノ ルウ ェー ゲ ン

デ ンマ ー ク

フ イ ン ラ ン ド

アイ ス ラ ン ド

ソ ユ ー ズ トラ ン ス 旧 ソ ビ ェ ト ｉ９８８埣 現 在、 設 立 計 繭 組 織 適 合 性 優 先 他 国 と の

プ ラ ント 達 邦 申。 協 カ も

オ ー ス ト ラ リ ア 同 国 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドと 鶴 力

関係

日 本 １ 腎 移 植 ヨ 本 国 内 園 立 佐 窟痛 全国 を ８地 医 に易 け、 各 各 地 方 セ ンタ ー で 組 織 適

セ ンタ ー 院 （千 葉 県） 地 匿の 憶 報 は佐 倉 痛 院セ 合 検 査、 移 植 憲 者 を き め

ン タ ー に 登 録 る。
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